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 ２月 26日（水）に 5年生を対象とした「お話出前」がありました。５年生のこど

もたちは、絵本の世界を楽しんでいました。ところで、この日のお話出前では上靴を脱

いでお話を聞きましたが、１校時の５年３組のこどもたちは会議室前の廊下にきちん

と上靴を揃えていました。その様子に感心しました。靴や履物を揃えることは細かいこ

とかもしれませんが、そういうことをきちんとできる５年生は素敵だなと思いました。

このことと関連して、朝昇降口に立っていると、下駄箱にきちんと靴を揃えて入れる子

も多くいます。また、自分の教室を離れるとき（体育館や特別教室で授業の時）机やい

すをきちんと整理している学級があります。細かいことかもしれませんが、こういう取

り組みをすることが自分の心を整えることにつながると考えています。 

ありがとうございました！学校評価アンケート 

今年度も学校評価アンケートとして、学校の努力目標や重点、具体的な方策について、その取組状況や達

成状況の振り返りをし、次年度への改善に生かしていく取組を行いました。その中で、１２月には全校児童

及び保護者の皆様にもアンケートをお願いしました。お忙しい中、保護者の皆様には回答にご協力いただき、

ありがとうございました。 

＜令和６年度 学校教育に関するアンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アンケートの結果について、同じ内容の項目ごとに児童と保護者、教職員の比較をし、さらに過去２年間

と比較ができるように表にまとめました。なお、各項目の割合（％）は、質問に対する肯定的な回答（「あて

はまる」と「どちらかというとあてはまる」）をあわせたものです。 

このアンケート結果から、多くの項目において肯定的な回答がおよそ７０～９０％以上あり、概ね肯定的

な評価をいただいていることがわかりました。特に気持ちのよいあいさつや返事など基本的な生活習慣に関

わる項目では、こどもたち自身がよくなってきている評価をしていることをうれしく思いました。しかしな

がら３年間の経年変化、特に昨年度と比べると評価が全体的に低くなっている傾向が見られます。その中で、

私自身が気になったことは教職員の評価では昨年度よりも伸びていると感じていることでも保護者の皆様か

ら見ると伸びていない（評価が下がっている）項目です。あいさつや返事などの基本的な生活習慣に関わる

項目、助け合いや思いやりに関わる項目、楽しい学校生活に関わる項目、読み書き計算のつけたい力に関わ

る項目、授業中の姿勢や態度など学習習慣に関わる項目、話し合いを通しての学習に関わる項目で見られま

した。これらの項目について、学校では以前と比べるとできるようになってきた、力がついてきたというよ

うに考えていますが、「まだまだ不十分」「もっとがんばってほしい」という保護者の声として真摯に受け止

めたいと思います。また、児童も保護者の皆様も学校も評価が下がった項目に、宿題や自学などの家庭学習

に関わる項目がありました。こどもたちの学力保障の取り組みの一つとして、今後も家庭学習の在り方や方

法など検討していきたいと考えています。 

 この学校評価アンケートでは、質問項目だけでなく、自由記述によるご回答もいただきました。その記述

の中には、基礎的な学力向上に努めてほしいこと、生活面や集団生活の約束や躾、道徳的なことに力を入れ

てほしいこと、授業公開日や家庭訪問の在り方、学校の規則に関わること、いじめや人間関係に関わること、

運動会や古志原っ子発表会など学校行事に関わること、こどもたちのメディアへの関わり方や豪雨や豪雪時

の臨時休校等の判断などについて主にご意見をいただきました。保護者の皆様からいただきましたご意見を

学校全体で共有し、学校組織の中の各部において検討し、少しずつでもよりよい方向に改善していきたいと

考えています。学校としまして、保護者や地域の皆様からいただきました貴重なご意見を真摯に受け止め、

次年度の古志原小学校の教育に生かしていきたいと思っています。保護者の皆様、アンケートへのご協力あ

りがとうございました。 

６年生は卒業に向けて… 

 ６年生の卒業までの登校日数も残り少なくなってきました。３月４日

（火）午後、６年生は体育館で保護者の皆様に感謝の気持ちを伝える「感

謝祭」を行いました。思い出に関わる出し物や思い出のアルバムなど、

とても素敵な企画だなと思いました。ご覧になった保護者の皆様も楽し

んでいらっしゃる印象をもちました。２学期の終わり

頃から始まっている「卒業プロジェクト」の取り組み

の一つとして行われ、こどもたちが企画・運営を行い

ました。自分たちで自分たちの卒業を創っていくこと

はとても有意義なことと考えています。 

 また、６年生は卒業式に向けての練習も始まってい

ます。３月５日（水）には入退場の歩き方や卒業証書

の受け取り方の練習、６日（木）からは呼びかけや歌の練習に取り組んでいました。一つ一つの動きや所作

を確認しながら、不慣れな動きもある中、集中して取り組んでいました。 

 いよいよ３月１８日（火）に卒業式を行い、１１３名のこどもたちが巣立ちます。式に出席するのは５年

生のみですが、1～４年生の在校生も保護者の皆様も教職員も、みんなで６年生の卒業を祝福する１日にな

るといいなと思っています。 


